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特定非営利活動法人 世界のきずな文化交流協会では、「文化の継承」や「観光振興」といった地域力向上や「ま

ちづくり」のほか、「国際文化交流」を通じた国際相互理解の活動も行なって参りました。よって、今後も下

記の活動に熱意をもって取り組んで参りたいと存じます。 

 

1.活性化事業について 

伊勢鳥羽志摩地方においては、式年遷宮やG7伊勢志摩サミット、太平洋・島サミット、G7交通大臣会合などが開

催され、また、全国豊かな海づくり大会の式典も志摩市内にて執り行われました。 

これらを有利に運ぶべく 産官民一体となった取り組みも為されておりますが、国の重要な施策にもある通り、高付

加価値の魅力ある地域醸成のための更なる活性策も提唱されています。 

当会では、今後も 伊勢鳥羽志摩エリアの文化的な魅力を伝える「おもてなし案内人」の育成と、強力な“まちづく

り”策も続けるため、多くの団体と協力しながら受け皿作りと誘客事業にも注力して参りたいと考えております。 

2.道徳教育と国際理解について 

日本文字文化機構(文字文化研究所併設)が推進する「古代文字から漢字の字義や自然の畏敬を学び道徳教育に

活かす」活動に加えて、今まさに理解を必要とする国際情勢を読み解く力を養い、もって子供たちの未来形成の

ために今後も各団体等と連携して続けて参りたいと考えております。 

3.国際的な活動について 

これまで国際的な教育活動や文化交流のほか、“命を救う”支援活動も数多く行って参りましたが、今後も、各国の

支援団体(国際ロータリー・国際NGO・Aqua Labo.・ほか)とも連携しながら、ASEAN(東南アジア諸国連合)や東アジ

ア、島嶼国などにおいても活動して参りたいと考えております。 

４.国内での支援事業について 

本年度も、各専門家や関係機関、支援団体などと連携し、教育や環境改善に資する支援活動を行って参りたいと

考えております。 また、志摩市観光協会や志摩市国際交流協会のみならず、県や伊勢志摩観光コンベンション

機構などの協力のもとで、市内を中心とした国内の外国人居住者に対して、必要な情報提供と発信を行うプロジェ

クトも継続し、新年度での成果を見据えた活動を行ってまいります。 

５.環境改善などの活動について 

水の研究を通じて社会貢献を行う団体「一般社団法人アクアラボなど」や「海ごみから革新的な社会を考える会」な

どと連携しながら、自然環境の改善(ミネラルバランスを含めた自然環境回復)や水衛生支援と海ごみ処理を推進

するため、以前と同様に取り組んで参りたいと考えております。 

また、英虞湾等において水質モニタリングを行っておりますが、今後も志摩市および近隣地域のほか、国内外に

おいての活動を続けてまいります。 

６.民間サミットの意義について 

太平洋・島サミットを応援する事業としてスタートした「人と地球の未来を考える」サミットに続いて、「未来へ文化を

紡ぐ」国際文化交流サミットを開催しました。これらは、いずれも地域の未来構築に欠かせない取り組みとして実施

しましたが、さらに第2弾から第3弾のステップを繋ぐことで、SDGｓ達成に向けた成果が期待されています。 

引き続き、関係機関や諸団体などの協力のもと続けて参りたいと考えております。 

 

 

今後とも これらの活動を継続して参りたいと考え、新年度においても皆様のご助言を賜りたいと存じます。 

 

特定非営利活動法人 世界のきずな文化交流協会 


